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サクラの季節が終わる
と、フジの花が咲く季節
へと移り変わります。

このように春は、花々
に目が行きがちですが、
様々な木々の変化を観察
できる季節でもありま
す。

アラカシやクスノキな
ど一部の常緑樹の若葉
は、赤く色づいた状態で

伸び始めます。これは、
まだ若くて葉緑素が十分
に無い若葉が、太陽の光
( 紫外線 ) による悪影響
を受けないように、赤い
色で身を守っていると考
えられています。

クスノキは 4 月から
5 月に大量の葉を落とし
ます。落葉というと秋を
イメージしますが、これ

はコナラなどの落葉樹の
場合であって、冬も葉を
落とさない常緑樹は、落
葉の時期が決まっていな
い種類が多くあります。

コナラなどの落葉樹は
枝の先端の芽から若葉を
広げると同時に花を咲か
せています。サクラやツ
ツジなど鮮やかな色彩の
花と比べると地味です

が、みずみずしい若葉と
花、そしてそこに集まる
昆虫など、興味を引くも
のがたくさんあります。

このように、ミュージ
アムフィールドの里山
ゾーンでは、季節の移り
変わりを感じさせるさま
ざまな自然の姿を常に見
ることができます。

（松本 功）

同定会「標本の名前をしらべてみよう」
日 時 ８月18日（日） 10：00～ 15：00
場 所 新県立博物館  交流展示室
普段の生活の中で、生き物や石を見て、これはいったい何という名前だろう、どんな特徴があるのかなと思っ
たことはありませんか？そんな疑問に答えるために今年も同定会を行います。専門の先生といっしょに楽しく
標本の名前を調べてみましょう。ぜひ、ご参加ください。

開館前ワークショップ「100 年残す !? 三重のモノ、コト、ワタシ」（仮題）
日 時 ８月24日（土） 13：30～ 16：30（予定）
場 所 新県立博物館
あなたなら、100年後の世界に何を残したいですか？
�開館前の博物館を舞台に、モノやコトを「残す」ことの大切さを、
みんなで考える参加型ワークショップを開催します。

こども会議

シンポジウム「伊勢をめぐる人・モノ・文化の交流（仮題）」

三重しぜん文化祭 in くわな

日 時 ９月８日（日）
場 所 新県立博物館

日 時 10月６日（日）
場 所 三重県総合文化センター  小ホール

日 時 10月 26日（土）～27日（日）
場 所 桑名市民会館

お問い合わせ

三重県環境生活部新博物館
整備推進プロジェクトチーム

〒514-0006 三重県津市広明町 147-2

（代表）

  三重県立博物館内

TEL：059-228-2283
FAX：059-229-8310
E-mail shinhaku@pref.mie.jp

新県立博物館の情報は、
ホームページでご覧いただけます。
http://www.pref.mie.lg.jp/
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お知らせ
Event Information

新緑の里山ゾーン
The forest area of the new Mie Prefectural Museum 

アラカシ クスノキ コナラ タブノキ


